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大

不

況

下

の

子

育

て

家

庭

　

市
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か

子
育
て
に
関
す
る
不
安
が
増
す
た
め

　

様
々
な
支
援
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い

西 府 駅 の 駐 輪 場
　ハケ下にも設置する考えは

利用者からの要望等を把握し
　必要に応じて検討していく

府 中 市 美 術 館
よ り 地 域 に 根 ざ し た
　親しみあるものにする取組は

活動目標などを設定し
　中長期計画策定等を進めたい

定

額

給

付

金

市

民

や

商

店

街

等

の

要

望

を

　

ど
う
受
け
止
め
活
用
を
図
る
の
か

商

工

会

議

所

等

と

協

力

し

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い

現
下
の
経
済
情
勢
に
対
し
て

　

市
民
、
法
人
を
守
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

全

市

を

あ

げ

て

　

市
民
生
活
と
市
内
経
済
の
安
定
を
図
る

多磨霊園駅等の改修計画
　 ど の よ う な 内 容 か

橋上駅舎とし、だれでもトイレや

　 エレベーター等を設置する

高
野　

律
雄
議
員︵
市
政
︶　

平
成

20
年
秋
か
ら
世
界
は
大
恐
慌
に
陥

っ
た
が
、
事
態
が
深
刻
化
す
る
の

は
こ
れ
か
ら
で
、
子
育
て
家
庭
が

路
頭
に
迷
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
大
不
況
下
の
子
育
て

家
庭
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

市
長　

景
気
低
迷
の
影
響
は
、
更

に
深
刻
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
子
育
て
家
庭
で
は
、
子
育
て

に
関
す
る
不
安
が
大
き
く
な
っ
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
21
年
度
か
ら
妊
婦
健
診
の

公
費
負
担
や
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
の
拡
大
な
ど
、
様
々
な
支
援

策
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

学
童
ク
ラ
ブ
に
通
う
子
ど

も
た
ち
の
家
庭
に
対
す
る
支
援
が

な
い
よ
う
だ
が
、
保
護
者
か
ら
時

間
延
長
の
要
望
を
よ
く
聞
く
。
弾

力
的
な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

夜
間
保
育
は

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
等
で

対
応
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
時
間
延
長
に

は
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

手
塚　

歳
久
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

西
府

駅
の
開
業
に
あ
わ
せ
、
駅
の
北
側

と
南
側
に
駐
輪
場
が
整
備
さ
れ
る

と
聞
く
が
、そ
の
概
要
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

北
側
の
駐
輪
場

は
、
敷
地
面
積
４
０
０
㎡
、
地
上

２
階
建
て
で
、
自
転
車
収
容
台
数

は
４
５
１
台
、
南
側
の
駐
輪
場

は
、
敷
地
面
積
６
２
３
・
２
１
㎡
、

平
置
き
で
、
自
転
車
収
容
台
数
は

４
１
２
台
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

日
新
町
や
四
谷
方
面
か
ら

西
府
駅
へ
行
く
に
は
ハ
ケ
を
上
が

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
変
な
の
で
、

ハ
ケ
下
に
も
駐
輪
場
を
設
置
で
き

な
い
か
と
の
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

ハ
ケ
下
に
は
自

転
車
の
使
用
も
可
能
な
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、
ハ
ケ

下
か
ら
来
る
利
用
者
も
ハ
ケ
上
の

駐
輪
場
の
利
用
は
可
能
と
考
え
て

い
る
が
、
今
後
、
駅
開
業
後
の
自

転
車
利
用
状
況
や
利

用
者
か
ら
の
意
見
・

要
望
等
を
十
分
に
把

握
し
、
ハ
ケ
下
の
駐

輪
場
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
。

他

保
育
園
新
設
の
お
願

い
に
つ
い
て
●

野
良
猫

削
減
に
つ
い
て

村
崎　

啓
二
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

市

美
術
館
は
、
平
成
22
年
で
、
開
館

10
周
年
を
迎
え
る
が
、
地
域
に
根

ざ
し
た
親
し
み
の
あ
る
美
術
館
と

し
て
更
に
発
展
す
る
よ
う
、
市
民

と
協
働
し
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
こ
で
、
事
業
の
計
画
的
な
推

進
に
向
け
た
取
組
を
聞
き
た
い
。

副
市
長　

本
市
美
術
館
の
基
本
的

な
使
命
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

計
画
的
な
運
営
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た

分
か
り
や
す
い
活
動
目
標
や
評
価

指
標
等
を
明
確
に
し
、
こ
の
達
成

に
向
け
た
中
長
期
計
画
策
定
等
の

取
組
を
進
め
た
い
。

議
員　

美
術
鑑
賞
教
室
の
少
人
数

グ
ル
ー
プ
指
導
の
実
施
や
テ
ィ
ー

ン
ズ
ス
タ
ジ
オ
の
拡
充
な
ど
、
教

育
普
及
活
動
を
美
術
館
全
体
で
支

え
る
体
制
づ
く
り
の
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

教
育
普
及

活
動
の
充
実
に
は
、
地
域
の
人
材

の
育
成
と
活
用
が
必
要
な
た
め
、

他
の
美
術
館
の
取
組
な
ど
を
研
究

し
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

遠
田　

宗
雄
議
員︵
公
明
︶　

景
気

対
策
が
期
待
さ
れ
る
中
、
定
額
給

付
金
に
つ
い
て
、
市
民
や
商
店
街

等
の
要
望
を
市
は
ど
う
受
け
止
め
、

活
用
を
図
る
の
か
。

　

ま
た
、
給
付
金
の
総
額
等
の
概

要
と
10
年
前
の
地
域
振
興
券
の
評

価
を
聞
き
た
い
。

市
長　

商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、

１
０
０
０
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
、
総
額
１
億
１
０
０
０
万
円
分

の
商
品
券
を
発
行
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
と
時
期
的
に
重
な
る
給
付
金

が
市
内
で
の
消
費
拡
大
に
結
び
つ

く
よ
う
、
今
後
も
商
工
会
議
所
等

と
協
力
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

総
支
給
額
は
36

億
４
８
４
０
万
円
で
、
５
月
の
連

休
明
け
に
１
回
目
の
振
込
手
続
き

を
開
始
し
た
い
。
地
域
振
興
券
は
、

市
内
で
約
９
億
円
が
使
用
さ
れ
て

お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
成

果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
防

止
策
を
図
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

郵
送
に
よ
る
照

会
を
基
本
と
し
、
申
請
書
等
に
文

書
を
同
封
す
る
ほ
か
、
市
広
報
等

で
も
呼
び
掛
け
た
い
。

小
山　

有
彦
議
員
︵
市
フ
ォ
︶　

日

本
経
済
は
戦
後
最
悪
の
不
況
に
陥

ろ
う
と
し
て
い
る
。
雇
用
・
失
業

状
況
に
つ
い
て
も
、
急
速
に
悪
化

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

本
市
の
市
民
及
び
法
人
を
守
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
現
下
の
雇
用
問

題
へ
の
市
の
対
策
を
聞
き
た
い
。

市
長　

本
市
で
は
、
緊
急
経
済
・

生
活
支
援
対
策
本
部
を
設
置
し
、

緊
急
雇
用
対
策
の
ほ
か
、
市
民
生

活
や
市
内
経
済
の
安
定
化
に
必
要

な
対
策
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
国

や
都
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
を

最
大
限
に
活
用
し
、
公
的
雇
用
を

創
出
す
る
な
ど
、
市
民
の
雇
用
問

題
に
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

市
内
の
法
人
を
守
る
上
で

も
、
本
市
の
景
況
や
雇
用
・
失
業

状
況
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
先
を
見

越
し
て
緊
急
対
策
資
金
に
つ
い
て

は
、
更
な
る
追
加
的
支
援
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
も
大
変
厳

し
い
経
済
状
況
が
し
ば
ら
く
続
く

と
思
わ
れ
る
が
、
国
や
都
の
動
向

を
見
据
え
、
市
内
中
小
企
業
の
声

や
景
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
新

た
な
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

田
中　

愼
一
議
員︵
公
明
︶　

バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
未
実
施
の
多
磨
霊
園

駅
、
武
蔵
野
台
駅
、
東
府
中
駅
の

改
修
を
、
毎
年
、
要

望
し
て
き
た
が
、
そ

の
よ
う
な
中
、
多
磨

霊
園
駅
の
南
側
の
商

店
が
閉
鎖
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ど
の
よ

う
な
改
修
を
実
施
す

る
予
定
な
の
か
。
更

に
、
武
蔵
野
台
駅
、

東
府
中
駅
の
予
定
は
。

都
市
整
備
部
長　

東

府
中
駅
、
多
磨
霊
園
駅
及
び
武
蔵

野
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
た
課
題
が
解
決
し
た
こ
と
か
ら
、

京
王
電
鉄
㈱
が
駅
舎
の
大
規
模
改

修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

多
磨
霊
園
駅
の
計
画
は
、
橋
上

駅
舎
と
し
、
駅
の
南
北
を
つ
な
ぐ

自
由
通
路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
ほ
か
、
だ
れ

で
も
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。
武
蔵
野
台
駅
、
東
府
中
駅

も
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
ほ
か
、

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
を
設
置
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
対
応
の
２
階
建
の

　▲ティーンズスタジオから

橋
上
駅
舎
と
な
る
。

他 

市
内
交
差
点
等
の
安
全
点
検
を
実
施

し
、
改
善
計
画
の
推
進
で
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
す
た
め
に
●

府
中
市
市
民
霊

園
︵
墓
地
︶
の
早
期
建
設
と
は
い
つ
の

こ
と
か
明
確
に
示
さ
れ
た
い

学校支援地域本部事業
　活 用 す る 考 え は

実 践 事 例 を 研 究 し
　実施の検討をしていく

杉
村　

康
之
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

現

在
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
様
々
な
形

で
教
育
活
動
を
支
援
す
る
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
校
等
と
の
連

絡
調
整
は
、
副
校
長
や
教
員
が
中

心
に
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
体
制
の
ま
ま
で
は
、
今
後
、
地

域
の
協
力
が
増
え
て
い
く
中
、
対

応
し
き
れ
る
の
か
心
配
に
思
う
。

　

そ
こ
で
、
連
絡
調
整
等
を
行
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
が
地
域
等

に
い
る
と
、
よ
り
効
率
的
、
組
織

的
に
学
校
を
支
援
で
き
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

教
育
部
長　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
い
わ
ば
学
校
に
と
っ
て
地
域

の
応
援
団
で
あ
り
、
設
置
に
よ
り

地
域
の
方
々
と
の
連
絡
調
整
の
面

で
効
率
化
が
図
ら
れ
、
教
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

議
員　

国
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
を
行
う
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
本
市
の
実
態
に
あ
わ
せ

て
、
活
用
で
き
な
い
か
。　

教
育
部
長　

他
地
区
で
の
実
践
事

例
も
研
究
し
な
が
ら
、
そ
の
実
施

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▲西府駅南側のエレベーター

▲改修の計画がある多磨霊園駅


